
佐賀県次世代スギ精英樹の開発・普及について

5年生の樹高：7.4ｍ !!!!
・木材強度がある!!
・花粉が少ない !!
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【研究背景】林業のサイクルと収穫が進まない現状

Point
○植林・下刈に係るコストの縮減が急務

佐賀県

約２,５００
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進行中の課題

林齢２０年生

間伐 １回
（従来収穫まで３回）
【回数を３割縮減】

植栽本数 2,000本/ha
（従来3,000本/ha）
【本数を３割縮減】

林齢３年生まで

（従来５年生まで）
【回数を４割縮減】

林齢１０年生

【植林】 【収穫（主伐）】【下刈】 【間伐】

【提案】次世代スギ精英樹による新しい施業モデル

収穫してみよう!!

林齢３０年生
（従来５０年生）

【２０年短縮】

【初期保育】

縮減）
・収穫までの期間（２０年短縮）

林業経営支援ツールを国や他県の
研究機関と共同で開発中

佐賀県

早期収穫・低コストを実現

Point
○全国に先駆け、５０年前から品種開発を開始！
○３０年前にＦ1クローン検定林を設定⇒ ⇒次世代スギ精英樹を選抜！ 4

【経緯】次世代スギ精英樹の作出と選抜 佐賀県

精英樹選抜（現存林分で52個体を選抜）

人工交配 両親を精英樹から計画した人工交配により約300通り個体のF1を作出
F1実生検定林

（約10,000個体）
F1ｸﾛｰﾝ検定林（7検定林,F1：109ｸﾛｰﾝ,5000個体）

系統管理した実生検定林から約10年生時に109個体を選抜

約10,000個体

２０１５年

約300通り



5・2年間で150cm

現地再現図（色は品種別に表示）

【品種登録現地調査状況】

2020年9月時点の現地状況
(3 3.4m)

【従来】
【次世代スギ精英樹：６品種（クローン）】

品種
登録

普及
予定

普及
予定

普及
予定

B-16 B-61 B-74 大町F1 太良F1  脊振F1藤津14 

Point
普及品種として、４品種を選定！

佐賀県
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収穫期の材積

6

Point
○植林から収穫までの期間短縮を期待！

佐賀県
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E90

E70

E50

強度が高い
（用途が広い）

強度が低い

年輪幅
広い

年輪幅
狭い

木材強度試験の結果

Point
○強度が高く、多様な用途での活用が期待！
○木材の強度には、年輪幅よりも、品種による影響が大きい！
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佐賀県

在来品種Ａ

花粉症対策への取り組み

Point
○一般的なスギと比べ、雄花量（目視評価）が１／２以下！
（目視評価と実際の雄花量との関係は、林木育種センター（国）と共同研究中） 8

４品種ともに

（一般的なスギ）

佐賀県
Question










